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☆４年 算数まとめプリント「大きい数のしくみ」☆ 
P.１０～１３ 

 

・千万の位の左の位 ➡ 一億の位 

 １億➡１００００００００⇒０が８個 

・一億の１０倍 ➡ 十億（   １０００００００００） 

・十億の１０倍 ➡ 百億（  １００００００００００） 

・百億の１０倍 ➡ 千億（ １０００００００００００） 

・千億の１０倍 ➡ 一兆（１００００００００００００）⇒０が１２個 

 

★整数は、位が1つ左へ進むごとに、１０倍になるしくみ。 

 

★右（小さい位）から４けたごとに区切る。 

 
 

★「一、十、百、千」をくりかえす。 
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★これを覚えておくといいよ。いろいろ使えるよ。 

 

 

 

P.１４～１５ 

 

★整数を１０倍する ➡ 位は１けたずつ上がる。 

 

 ・８０億の１０倍 ➡ ８００億（０が1つふえる。） 

 ・５０００億の１０倍 ➡ ５００００億は、つまり５兆（５００００億とは言わない。） 

 

★整数を 
１

１０
 にすると、位は１けたずつ下がる。 

 

 ・８０億の
１

１０
 ➡ ８億（０が1つへる。）  

 ・５兆の
１

１０
 ➡ ５００００００００００００（５兆）の

１

１０
 

➡  ５０００００００００００（５０００億） 

 

 

P.１６～１７ 

★かけ算 

 

  ※位をきちんとたてにそろえることが大切。 

 ※くり上がりの数も書いた方がよい。 

 

・    ２９５       ０が１つはぶかれている。 

 ×３１７        ０が２つはぶかれている。 

 ２０６５・・・２９５×７ 

２９５ ・・・２９５×１０ 

     ８８５  ・・・２９５×３００ 

    ９３５１５ 
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★くふうした筆算のしかた 

 ・ 

       

※ はぶく時に、次の計算のスタートの位（百の位から）に気をつけよう。 

 

・         ０が３つ 

  

  ※この計算は、５４×３２の １０００倍になる。 

   

P.１７の２⑥ 

 

１４００ 

    ×２５０ 

     ７０ 

    ２８ 

    ３５００００ 

 

  この「０」は７０＋２８０の一の位の「０」 
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まとめプリント「折れ線グラフと表」 
P.２２～２４ 

★ 折れ線グラフ ➡ 気温のように、変わっていく様子を表す時に使う。 

 

★ 

 

 

 ・横のじくは、「月」を表す。 

 

 ・たてのじくは。単位が「度」で、この場合は、「気温」を表す。 

 

 ・たてのじくの１めもりは、５度が５等分されているから１度。 

 

★これも大切！ 
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★折れ線グラフのかき方をしっかりおぼえよう。 

 

 

 

 

P.２８～３１ 

整理のしかた 

 

 

○あ先週借りた。今週借りない。 

 つまり、先週だけ借りた人。 

○う先週借りない。今週借りな  

い。つまり、先週も今週も 

借りなかった人。 

○え先週借りた人 

 

   ○お  今週借りなかった人 

   ○か  ４年１組の人の合計 ➡ 「３０」が入る。 
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まとめプリント「わり算の筆算」 
 

P.３７～３８ 

 

★ ８０÷４ の計算のしかた 

 

・８０は、１０をもとにして考えると、１０が８個だから 

 

 ８÷４＝２   1 人分は、１０が２個ということだから 

 

         ８０÷４＝２０ 

 
 

★ ６００÷３ の計算のしかた 

 

・６００は、１００をもとにして考えると、１００が６個だから 

 

 ６÷３＝２   1 人分は、１００が２個ということだから 

 

         ６００÷３＝２００ 
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P.４１～５０ 

★ ７２÷３ の計算のしかた  ※このしかたをしっかりおぼえよう！           

 

 

① たてる 

②かける 

③ひく 

④おろす 

⑤たてる 

⑥かける 

⑦ひく 
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★ P.４１ １の⑦         

① ９÷６ の商 １ をたてる➡ ９÷６＝１あまり３ 

       １５ 

     ６)９０ 

             6     ② ６と１ をかける➡ ６×１＝６ 

             ３０    ③ ９から６ をひく➡ ９－６＝３ 

       ３０ 

               ０    ④ ０をおろす 

 

⑤ ３０÷６ の商 ５ をたてる➡ ３０÷６＝５ 

 

             ⑥ ６と５ をかける➡ 6×５＝３０ 

 

             ⑦ ３０から３０ をひく➡ ３０－３０＝０ 

               この時は、あまりが ０ になり、わりきれました。 

 

★P.１６  和、差、積、商 

 

 ・和 ➡ たし算の答え   ・差 ➡ ひき算の答え 

 

 ・積 ➡ かけ算の答え    

 

・商   １７÷５＝ ３ あまり ２    

 

３のような数 

 

★P.４２ けん算( わる数×商＋あまり が、わられる数 になるか。つまり商とあ

まりが正しいかをたしかめる。あまりはわる数より小さくします。) 

 

 わられる数  わる数  商    あまり 

 

  ７６ ÷ ３ ＝ ２５ あまり １ 

 

       ３ × ２５ ＋ １ ＝７６ 

 

      わる数 × 商 ＋ あまり ＝ わられる数 
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★P.４４の３ 

 

 

０は書かない。 

★P.４５の４ しかたをおぼえよう！ 

       

２÷３ で ０にする。 
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★Ｐ．４６の５ 

 

 

 

 

 
 

 

 

★P.４９のⅢ 

 

３÷４で ０をたてる。 

４×０＝０ 

１÷３で ０をたてる。 

３×０＝０ １９÷３＝６あまり１ 

３×６ 

２００の １００の２個を 

４人では分けられない。 

２５０の １０の２５個を 

４人で６個ずつ分けられる。

そして、１０が１個あまる。 

しかたを覚えるだけ！ 

簡単だよ！ 

あなたならできるよ！ 

みんなでがんばろう！！ 
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★P.５０のⅡ 

 

 

 

 

 

 

★P.５１ 世界のわり算 

 

 

 

７４を ７０と４に分けてもいい

が、７０÷２＝３５ が分かりに

くい人は、左のようにする方がい

いかな。 

やりやすい方でいいけどね。 

１７÷３＝５あまり２ の順番通りだし、 

分かりやすいね。 

商 

あまり もっと分かりやすい

書き方があるかもね。 
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まとめプリント「角の大きさ」 
P.５９ 

 

 

 

 

 

１回転の半分だよ。 直角が２つ     直角が４つ 

 

① ９０°が二つだから ９０×２＝１８０   

 

② ９０°が四つだから ９０×４＝３６０   

（３６０は、一年の３６５日から来ているみたいだよ） 

・１直角＝ ９０° 

・２直角＝１８０° 

・３直角＝２７０° 

・４直角＝３６０° 

おぼえておこう！ 
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★Ｐ．６０～６１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに余分がある分度器が多いから 

分度器の中心に気をつけましょう。 

辺アイを、０（１８０）の線にきちん

と合わせる。もちろん、頂点アと分度

器の中心も合わせたままで。 

辺アイを、０の線に合わせているから、

１０．２０・・・６０ と見て６０° 

になります。 

上の１２０は、左がわの０から見たも

のだから、読まない。まちがいやすいの

で気をつけましょう！ 

もし１２０と読んでも、はかる角度

が、直角（９０°）より小さいはずだか

ら気づけるといいね。答えを出す前にい

ろいろなことから考えられるといいね。 
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★Ｐ．６２の５ 

   ※他の方法もあります。しやすい方でいいよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※他の方法もあります。しやすい方でいいよ！ 

 

★二つの三角定規の角の大きさは、いろいろな時に使うので、おぼえておくと便利です。 

ここの角度をはかっています。 

この辺を０に合わせる。 

０°から見ると、内側の数字なので６０°

です。この角度は、直角（９０°）より小さい

ので、１２０°ではありません。 

ここの角度をはかっています。 

この辺を０に合わせる。 

０°から見ると、この時は、外側の数字なので４０と５０の

真ん中の４５°です。この角度も、直角（９０°）より小さ

いので、１３５°ではありません。 
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★Ｐ．６２ 

 

 

 

③  ○きと１４０°を合わせると、２直角の１８０°になるから 

（式）  １４０ ＋ ○き  ＝ １８０ 

           ○き  ＝ １８０ ― １４０ 

              ＝    ４０          Ａ． ４０° 

 

       同じように考えると 

 

         ○く  ＋１４０ ＝ １８０ 

              ○く  ＝ １８０ ― １４０ 

                 ＝    ４０           Ａ． ４０° 

 

 

 

     ここまでよくがんばったね！ 難しいところもあったと思いますが、 

    また、みんなで勉強しましょう！ 分かろうとする気持ちさえあれば、 

    かならず分かるようになるから、安心してみんなでがんばろうね！ 

     みなさんには、すばらしい無限の力や可能性があるのですから。 

ね 


